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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・6/3（土）青陽館大掃除あり。6勤となる方もいるので体調管理に気を付けて過ごすこと。

・今年度上半期の目標等を打ち込んだ後、5/31(水)まで小嶋SGMまで提出すること。

・園芸療法について、現在種や苗を全て植えている状態である為、午前中の作業療法の時間等、水やりや草取りの作業が出来そうな時は利用者に声を掛け、積極的に取り組むようにすること。

[各種提出期限]

・プログラムテキスト締め切り5/26(金)8:00まで

・月報6/2(金)締め切り

＜利用者様情報＞

デイケア
・松倉　健一　様～本日13：00より、姉様と青陽館担当スタッフにて、現状確認と今後の対応検討の面談を実施予定となっている。
・笹目子　誠　様～本日体験利用を実施している。スタッフの声掛けに小声で短文のみの返答をしているが、デイケア利用に関する不満や問題は特にないとのこと。プログラムには自分から参加しており、今後も参加状況を確認しながら、今後の利用を検討していく。
・我満　望　様　～本日久しぶりに来所している。体調確認には頷くのみで返答しているが、興味のある話題には問題なく返答している。今後の施設利用について確認すると、5/26（金）就労継続支援B型「アイデンド八戸」で体験利用の話し合いを行う予定であるとのこと。就労に向けての準備として、デイケアに来所しプログラムへ参加する必要性を伝えている。
・東海林　紀子様～先日の内科受診について報告しており、来週月曜日に大腸の検査をし、調子が良かったら仕事やデイケアに普段通り行くと話している。検査の詳細については、次回来所時に確認することとしている。また、今後の仕事についても報告があり、3ヶ月程を目途に現在休養日である木曜日も仕事を増やそうと考えているとのこと。それに伴い、デイケアの利用が減るかもしれないと話している。現状では仕事が始まった後は月1回のデイケア利用を考えており、増やすことによる不安や問題は特にないとのこと。今後の方向性を自身で考えていることを評価し、状況に合わせて相談しながら決めていくこととしている。

デイナイトケア
・千葉　輝夫　様～来所時から表情の硬さが見られており、スタッフが窓を開けることに対して表情を険しくし、勢い良く戸を閉めている。また、朝のミーテイング中、特定利用者（岩城敏夫様）が発言すると、挑発的に「何言ってるんだ、馬鹿者」と口調荒く話すことがある。その後は落ち着いており、同様の発言が聞かれることはない。引き続き本人の言動に注意しつつ、落ち着いて過ごすことが出来るよう関わっていく。
・鈴木　真知子様～来所時は表情良く過ごしているが、プログラムになると参加しようとせず、スタッフの声掛けに対し「行かなきゃダメ？」と話している。参加するようにと促すと、一時的に参加しているが、途中退席を繰り返している。その後次第に表情の硬さが見られ、以前被害的に訴えていた特定利用者（板橋利美様）の様子を注視している。スタッフから声を掛けると「何もないよ」と話すが、相手が喫煙所に行った際、相手を注視しながら後を追っている為、行動の振り返りを行なっている。気になることはスタッフに相談して欲しいことを伝え、相手に何か言おうとしていたのか質問すると「ダメだよね」と話している。引き続き特定利用者との距離に注意しつつ、都度介入していく。

・馬渡　武光　様～昨晩、青風荘スタッフに「次の泌尿器科いつですか」と尋ねる為、今月末であると伝えている。受診の際、頻尿や尿漏れが改善していない事を担当医に伝えるよう促すと「いつも、お茶ばかり飲んでるから」と話し、病識の薄さが見られていたとの情報提供がある。デイナイトケアでは上記訴えが聞かれることはない。今後も排尿状況に注意していく。

ナイトケア
八木橋　牧雄様～自分から畑の様子を気にしており、「乾いてきているけど水やらなくて大丈夫かな」「草伸びてきたらきれいに取らないとな」と話している。園芸療法について興味があるか聞くと、過去に育てていた物や、美味しかった野菜について自分から話している。スタッフから積極的に参加するよう促し、遅れることなくナイトケアに来所するよう伝えると「わかった」と表情穏やかに話している。
＜外来情報＞
・繁名　和恵　様～19日頃から胸が苦しくなることがあったとのこと。本日は、大丈夫との事だが「上にこみ上げてくる感じがある」と話している。睡眠状態は安定しており、幻聴もあまりないと話す。

・倉橋　生子　様～足が重いと何度も訴え、薬の変更を強く訴えている。その為、フルニトラゼパムが減量となっている。不機嫌さや血圧は落ち着いているとのこと。

・野月　利章　様～4日前から風邪症状があるが、プログラムは参加出来ていると話している。

・藤村　翔　様　～幻聴はあるが気にならないと話している。食事、睡眠もとることが出来ていると話している。

・大下　伸治　様～全身の筋肉があるが、生活は落ち着いて出来ていると話している。

・菅野　勝利　様～変わりないと話している。暖かくなったことを話すと「夏だ」と話している。次回受診時採血予定。

・川口　尚良　様～飲酒要求あるが、「手を出してはダメだ、飲んだら酒の量が増えて大変な事になる」と葛藤があるとのこと。断酒して10年経つ為、「治ったから先生が飲んでも良いよ」と言ってくれないかと思う事があると話す。断酒を継続していることを評価し、ノンアルコ－ルは本当の酒が欲しくなるため、飲まないよう助言受けている。

・淡路　智恵子様～変わりないと話すが、糖尿病を心配している。次回受診時採血予定。

・村上　元道　様～うみねこ幸房でAランクになりそうだとスタッフから言われたと話し、表情に笑顔がある。自身としては1年位で就労支援A型へ移行希望があると話すが、焦らず現在の調子を維持するよう助言を受けている。気分も安定しており、苛々して口論になる事もないと話す。体重増加傾向であり、食べ過ぎないように間食・夜食を制限しているとのこと。

